
２ 予防に関する取組み 
（２）介護予防教室の開催 
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事業名 回想法 リハビリテーション職派遣事業 

内容 
認知症予防に関する知識啓発のため、懐かしい
話を参加者間共有することで、心が癒される体
験をする。 

地域全体でリハビリテーションに取り組む意識
の醸成を目的とし、市内において介護予防に資
する自主活動を行っている団体に対し、リハビ
リテーション専門職等を派遣する。 

年度 H27年度 H28年度 H29年1月～ 

回数 1クール全8回 2クール全16回 全3回 

実
績 

実人数 17 34 8 

延人数 92 193 8（1月末時点） 



２ 予防に関する取組み 
（２）介護予防教室の開催 
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【今後の取組み・課題・感想等】 

・効果の検証（参加者の状態の追跡調査など） 

・教室の目的達成に向けた内容と手法の吟味 

・人材の活用と育成 

・参加者（対象者）の伸び悩みと新規対象者の発掘 

・類似関連事業の整理と連携協働 



２ 予防に関する取組み 
（３）介護予防サポーター養成講座の開催 
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【本取組みの狙い・留意点など】 

・地域における介護予防に関する意識の啓発 

・介護予防事業をサポートしてくれる人材育成 

・高齢者の生きがいづくり 

 



２ 予防に関する取組み 
（３）介護予防サポーター養成講座の開催 
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  講 座 内 容 

【第１回】 豊川市の介護予防の考え方 

【第２回】 介護予防について考える①現状把握と対策（運動、認知） 

【第３回】 介護予防について考える②対策（口腔、栄養、総合） 

【第４回】 今後の活動に向けて 

実績 前期 後期 

実人数 13 19 

延人数 49 69 



２ 予防に関する取組み 
（３）介護予防サポーター養成講座の開催 
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【今後の取組み・課題・感想等】 

・定員２０人に対し、３２人と多くの受講があり、本事業の関心の高さを感じた 

 しかし、保健センター及び養成されている健康づくり推進員と兼ねている方が 

 ８割を占めているため、より一般の方の参加を募る方法の検討が必要 

・講座受講後、サポート（ボランティア）未経験者の方にも介護予防教室へ協力 

 してもらうことにより、生きがい活動の向上につながった 



３ 生活支援に関する取組み 

（１）個人宅傾聴ボランティア訪問事業 

（２）高齢者のお役立ち情報を配信（いきいき元気メール事業） 

（３）介護・生活支援サポーター養成講座の開催 

（４）高齢者交通料金補助事業 

（５）高齢者見守りガイドブックの作成 
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３ 生活支援に関する取組み 
（１）個人宅傾聴ボランティア訪問事業 
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【本取組みの狙い・留意点など】 

・見守りを強化したい 

・利用者の話をしっかりと聴くことで、利用者を元気にしたい 

・ゆっくり話を聞く時間のもてない支援者と話を聴いてほしい高齢者 

 のニーズとのマッチング 
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傾聴ボランティアチラシ 



３ 生活支援に関する取組み 
（１）個人宅傾聴ボランティア訪問事業 
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【今後の取組み・課題・感想等】 

・ボランティアの供給量（ボランティア自身の高齢化）と存続 

・ボランティアの相談先として継続フォローできる機関があること 



３ 生活支援に関する取組み 
（２）高齢者のお役立ち情報を配信（いきいき元気メール事業） 
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【本取組みの狙い・留意点など】 

・高齢者に、イベント情報や詐欺の注意喚起など、役立つ情報を 

 たくさん提供したい 

・お出かけしてもらうきっかけを作りたい 

・高齢者の「元気」につなげたい 
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メールをきっかけに新し
い情報・発見があるかも 

【登録者数】８２５人（1月末時点） 
 

【配信回数】H２７年度１０８回 

      H２８年度１０１回（1月末時点） 



３ 生活支援に関する取組み 
（２）高齢者のお役立ち情報を配信（いきいき元気メール事業） 
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【今後の取組み・課題・感想等】 

・配信したことで、登録者から感謝の言葉も多く、メール受信から 

 各種事業に参加する方が増加し、各種事業の活性につながった 

・登録者をもっと増やしていきたいが、高齢者の携帯電話等の所持率、 

 Ｅメールの利用率、ＰＣメールのフィルター設定率など、機器操作 

 能力等に左右されてしまうため、引き続き、担当者が高齢者の集ま 

 る場に出向き、ＰＲとともに登録操作のサポートをしていく 



３ 生活支援に関する取組み 
（３）介護・生活支援サポーター養成講座の開催 
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【本取組みの狙い・留意点など】 

・市の現状、医療と介護の連携、高齢者の生活課題と介護保険 

 サービス、認知症や介護予防の理解、介護施設での演習を通して、 

 自らの生きがい活動を見出し、地域で、介護や生活支援の場で活躍 

 してもらえる人材を育成したい 
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【H27年度】１クール5回 

      実２０人 延９６人 
 

【H2８年度】１クール5回 

      実４３人 延１４６人（1月末時点） 



３ 生活支援に関する取組み 
（３）介護・生活支援サポーター養成講座の開催 

15 

【今後の取組み・課題・感想等】 

・介護・生活支援サービスの実践に繋がるように、修了者に対して 

 継続的な支援を検討し、実施していく必要がある。 

 



【発展】介護・生活支援サポート推進事業 
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【補助概要】 
 介護・生活支援サポーター養成講座修了者が団体をつくるなど活動の主体となり、介護・生活支援 
 分野の推進を図る事業に対して、当該活動の立ち上げにかかる必要経費の一部を補助するもの。 
 
【補助対象事業】 
 補助金の対象となる事業は、市内において、平成２８年度中に新たに実施する介護・生活支援分野 
 の推進を図る事業とする。 
（１）高齢者の日常生活の支援や見守りを目的とした訪問活動を行う事業 
（２）高齢者の介護予防や生きがいづくりを目的とした通いの場の運営を行う事業 など 
 
【補助金額】 
 補助対象経費の１／２以内、１事業あたり２００，０００円を上限とする。 
 
【補助対象経費】 
 すでに実施している活動を継続するための経費は補助対象外とする。 



３ 生活支援に関する取組み 
（４）高齢者交通料金補助事業 
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【本取組みの狙い・留意点など】 

・高齢者の外出を支援し、介護予防につなげたい 

・市の公共バスの利用を促進したい 
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【交付者数】 

 H27年度：４２４人 

 H2８年度：５９６人（1月末時点） 



３ 生活支援に関する取組み 
（４）高齢者交通料金補助事業 
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【今後の取組み・課題・感想等】 

・高齢者の外出支援と市の公共バスの利用促進を狙っている 

 が、高齢者にとっては運行時間や路線が難しいなど利用に 

 つながらない点もある。 

 



３ 生活支援に関する取組み 
（５）高齢者見守りガイドブックの作成 
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【本取組みの狙い・留意点など】 

・見守り方法など明確にし、各機関における見守り体制を強化する 

・関係者との連携を見える化し、見守る側の安心感につなげる 

・地域が主体となって見守り活動に取組めるよう支援する 



21 

【作成部数】 

 １，０００部 

【仕様】 

 Ａ３中折カラー両面刷 

 ４０ページ 

【掲載内容】 

 ねらい（趣旨・活用メリット） 

 関係機関の期待・役割 

 見守りの手順や判断基準 

 個人情報の取扱いなど 





                           

 



３ 生活支援に関する取組み 
（５）高齢者見守りガイドブックの作成 
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【今後の取組み・課題・感想等】 

・見守り活動を担う方が参考となる冊子ができた 

・内容を見ていただいた民生等より活用できると評価 

・見守り活動を担う方への冊子の利活用を啓発 
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（１）高齢者のすまいの手引き作成 

（２）ひとり暮らし高齢者のすまいと生活支援ニーズ調査 

（３）転入高齢者の心身の状態と日常生活に関する調査 

４ 住まいに関する取組み 
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【本取組みの狙い・留意点など】 

・できる限り住み慣れた地域や家庭で自分らしい暮らしを続ける 

 ことができるよう情報を整理する 

・高齢期における「すまい」の選択肢等を市民に対して啓発する 

 

（１）高齢者のすまいの手引き作成 

４ 住まいに関する取組み 
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【作成部数】 

 ４，０００部 

【仕様】 

 Ａ３中折カラー両面刷 

 ４０ページ 

【掲載内容】 

 すまいと住まい方 

 住み続けるためのサービス 

 住み替えるための施設等の説明 

             など 



                           

 



←【高齢者のすまいの手引き配付案内新聞記事掲載】 
↓ 

高齢者のすまいの手引き配付案内新聞記事 
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（１）高齢者のすまいの手引き作成 

４ 住まいに関する取組み 

【今後の取組み・課題・感想等】 

・住み替えを検討している人にとって、検討資料として役立った 

・住まいに関する施設等の情報が変化していくので、冊子では 

 情報が変わっていくことに対応できない 
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【本取組みの狙い・留意点など】 

・ひとり暮らし高齢者の方のすまいや生活上の心配ごとや困りごと等 

 の現状について把握、分析し、生活にあたっての課題などを明確に 

 することで、今後の施策推進の基礎資料とする 

（２）ひとり暮らし高齢者のすまいと生活支援ニーズ調査 

４ 住まいに関する取組み 
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【調査数】 

 ２，０００人 

【仕様】 

 A３中折白黒両面刷８ページ 

【調査期間】 

 H２８年９月６日～９月３０日 

【掲載内容】 

 住み替えの希望 

 住み続けるための必要サービス 

 住み替え、または住み替えられ 

 ない理由        など 
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【本取組みの狙い・留意点など】 

・転入高齢者の方の住まいや生活上の心配ごとや困りごと等の現状に 

 ついて把握、分析し、生活にあたっての課題などを明確にすること 

 で、今後の施策推進の基礎資料とする。  

（３）転入高齢者の心身の状態と日常生活に関する調査 

４ 住まいに関する取組み 
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【調査数】 

 １８７人 

【仕様】 

 A３中折白黒両面刷８ページ 

【調査期間】 

 H２９年１月２４日～２月１０日 

【掲載内容】 

 転居直前の身体や心の状態 

 家族や社会との関わりの状況 

 転居した理由、転居前後の住まい 

 現在の生活について    など 
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（２）ひとり暮らし高齢者のすまいと生活支援ニーズ調査 

（３）転入高齢者の心身の状態と日常生活に関する調査 

４ 住まいに関する取組み 

【今後の取組み・課題・感想等】 

・結果を踏まえ、次年度以降の高齢者施策・福祉計画に反映させる 



５ 認知症に関する取組み 

（１）認知症の方とその家族・介護者支援 

   ガイドブックの作成 

（２）ケアラー手帳の配布 

（３）認知症講演会・介護者向け講演会 

（４）認知症カフェ 
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【本取組みの狙い・留意点など】 

・認知症及びその家族・支援者ができる限り安心して生活できるため 

 の情報を発信する 

・市民が認知症について理解してもらうための啓発 

（１）認知症の方とその家族・介護者支援ガイドブックの作成 

５ 認知症に関する取組み 
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【作成部数】     【仕様】 
 ４，０００部     Ａ３中折カラー両面刷 ４８ページ 
 
【掲載内容】 
 認知症の説明、認知症チェック、サービス早わかり表（ケアパス）、 
 各種サービスの説明、認知症の方への対応など 
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（１）認知症の方とその家族・介護者支援ガイドブックの作成 

５ 認知症に関する取組み 

【今後の取組み・課題・感想等】 

・常に情報が変化するので、正確な情報をお伝えするには、今後改訂 

 版を出す必要があると思われる。 
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【本取組みの狙い・留意点など】 

・認知症を抱える家族介護者支援向けに製作された手帳を活用し、 

 介護の情報発信や介護者の体調管理に向けた支援を行う 

（２）ケアラー手帳の配布 

５ 認知症に関する取組み 
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【作成部数】 

 ２，５００部 

【仕様】 

 Ａ５中綴じ２色両面刷 

 ２８ページ 

【掲載内容】 

 あなたの気持ちを聞いてくれる人がいます（介護体験事例集） 

 自分を大切にするために（介護者の健康チェック） 

 知っておこう認知症のこんなこと（認知症の特徴） 

 認知症介護のひと工夫（認知症の対応） 

 相談先の紹介 
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（２）ケアラー手帳の配布 

５ 認知症に関する取組み 

【今後の取組み・課題・感想等】 

・認知症の方を介護する方に対する適切な情報提供が可能になった 

・認知症に関する困難事例の対応にあたり、活用することができた 
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【本取組みの狙い・留意点など】 

・認知症及びその家族・支援者ができる限り安心して生活できるため 

 の情報を発信する 

・市民が介護者の心情や状況等について理解してもらうための啓発 

（３）認知症講演会・介護者向け講演会 

５ 認知症に関する取組み 
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【認知症講演会参加者数】 

 H2７年度 １４９人 

 H2８年度 １１７人 

 

【介護者向け講演会参加者数】 

 H2８年度 ５２人 
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（３）認知症講演会・介護者向け講演会 

５ 認知症に関する取組み 

【今後の取組み・課題・感想等】 

・認知症講演会を夜の時間に設定することで、中年層の参加が半数以 

 上みられた 

・定期的に行う介護者交流会と合わせて行うことで、交流の場を周知 

 でき、介護者交流会も新規の方の参加が増えた 
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【本取組みの狙い・留意点など】 

・認知症の方とその家族、地域住民の方など誰でも参加できる集いの 

 場を設置 

・介護者の息抜きの場、相談の場などさまざまな支援が行える 

（４）認知症カフェ 

５ 認知症に関する取組み 
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認知症カフェの様子 
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（４）認知症カフェ 

５ 認知症に関する取組み 

【今後の取組み・課題・感想等】 

・民間事業所が認知症カフェを積極的に立ち上げてくれ、かなりの 

 数が設置できた。 

・認知症カフェを立ち上げ・継続運営していくための支援が必要 

 ⇒その発展【認知症カフェ事業費補助事業の創設】 
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ほかにも、こんな啓発物 

【介護予報（よほう）新聞】 
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【各種チラシ・ポスター】 



モデル事業3年間の全体振り返り 
 地域包括ケアシステム構築に向けて、住み慣れた地域で暮らし続けられるための要は、やはり在

宅医療の普及、医療と介護の連携だと思います。しかし、行政の業務としては、いかに健康で自立

した生活を過ごすか、という観点で予防に関する事業を進めることが圧倒的に多いところです。 

 行政は、介護保険制度が始まってからは特に市民向けに介護の話題・啓発をするようにはなりま

したが、日本人は昔から「死」についての話はタブーとされており、行政が市民の前で率先して死

について話すことは、あまりありませんでした。 しかし、これまでの啓発活動や出前講座（随

時）実践を通じて市民と触れ合う中から、市民は「死」について、前向きに向き合い、自分の最期

をどう過ごすのかを考えたいという市民ニーズが高いことを再確認しました。そこで、今回「人生

の終わり」をテーマに様々な手法で啓発活動を展開したところ、市民ひとりひとりが真剣に考える

機会の場となり、事業に対しての満足度も高い評価を得られました。 

 本センターでは、今後も、誰もが迎える「人生の終わり」について一緒に考え、在宅医療の選択

肢を含め、各人の選択がかなう地域包括ケアシステムの構築を目指していきたいと考えています。 

 



取組状況に関する関係機関の感想 
（地区医師会モデル） 

【医師会】 

• モデル事業の着手時より、医師会と市の連携体制は整っていたが、市が平成26年度に東京大学高

齢社会総合研究機構の辻哲夫特任教授を迎え、「超高齢社会～地域を支える必要不可欠な視点とは

～」と題し、市長・副市長・市議会議員・市職員100名以上が受講する講演会を実施するなど、市

を挙げて地域包括ケアに取組む姿勢を受け、医師会としても更に士気が高まっている。 

• 平成27年度からは、医師会の在宅医療サポートセンターを、市の機関である在宅医療連携推進セ

ンターや地域包括支援センター（統括）と同一施設内に設置できたことにより、非常に強固な事業

推進体制が整い、次々と新たな取り組みを実現している。 

• また、事業の推進を通じて、豊川市民病院看護局と市内の医療機関看護師及び訪問看護師との連携

も急速に密になり、在宅医療を支える体制構築が進展したと感じている。 



今後に向けての対応、取組み 

【関係者の意欲を下げないための負担軽減】 

・市内各地で会議、勉強会、協働研修会等が行われるなど、各団体の意欲が非常に高まっ 

 ています。しかし、お互いに参加を呼びかけられる機会も増え、連携の強化が進む一方 

 で、各人の負担も大きくなってきていると感じます。 

・モデル事業実施期間の3年間は、新規ものの立ち上げや実施の成果を求められるため、 

 各団体もそれらに理解を示され、献身的にご協力いただくことができました。 

 しかし、これまで築いてきた「よい関係」を継続していくには、負担の軽減も考えてい 

 く必要があると思います。 具体的には・・ 



今後に向けての対応、取組み 

【会議のあり方の見直し】 

 会議体・委員数を見直し、会議にかかる負担感を減らしながら協議を進めていく必要が 

 ある。（担当者レベルでの通常の連携で細かな打合せ・調整が必要となる） 

 

【効果的・効率的な研修の実施についての検討】 

 まず、各種団体からも自分たちが取り組みたい内容や計画等を確認し、類似する内容や 

 研修対象者・ビジョンなど重なる部分がないか洗い出しを行う。その結果、各団体が 

 各々1回ずつ行っている研修を1回に集約し、協働事業で実施可能かどうかを検討する。 



今後に向けての対応、取組み 
【地域包括ケアモデル事業から発展】 
 

 「地域包括ケアシステム」と一言に言いますが、「医療」・「介護」・「予防」・「生活支

援」・「住まい」と分野は広範囲で、関係する機関・団体も多岐にわたります。 

 行政内でも複数の部や課にまたがって関係してくるため、市の意向を統一していくことは簡

単なことではないのが現状ですが、市のビジョンが明確でない中では、関係する周りの機関も

困惑してしまうため、市のビジョンの明確化がとても大切です。 

 また、これまではモデル事業ということもあり、高齢者を中心に考えてきましたが、今後は

高齢者のみならず、小児・障害者などについてもしっかりと目を向けていく必要があるため、

更に調整が難航していきます。 

 これまで実施してきた地域包括ケアシステムの構築に向けた取組みを踏まえ、市のビジョン

を明確にしながら、各種事業を実施していきたいと考えています。 



                           

【市の重要な役割はマネジメント】 
 

 医療、介護、福祉、行政の連携については、「医師とケアマネジャーが連携する地
域はうまくいっている」といっても過言ではないと思います。「医療なき介護はなく、
介護なき医療もない。豊かな老後のためには、少しのお金と３種の神器（信頼できる
医師・信頼できるケアマネジャー・頼りになる地域包括支援センター）である」と唱
える方もいます。 

 また、多職種連携を進めるにあたって、ぶつかる壁のひとつに『我々も経営を考え
ないといけない。』という事業者の発言があります。その通りだと思いますし、多職
種連携を進めるうえでの共通理解として、『主体的にまちを良くする』という方向性
を共有することが重要です。豊川市においても、まだまだこれからですが、市がいか
に多職種を束ね、マネジメントできるかが今後を左右すると思いますので、この点に
留意しながら事業を進めていくとよいと思います。 

これから事業を開始するみなさんへ最後の一言 



                           

地域分析に基づくＴTＰ 
 

それともう一つ・・・ 

                           

ＴＴＰとは・・・  
  （Ｔ）  （Ｔ） （Ｐ）  
「徹底的にパクる」の略。 
 
 他自治体の職員が語っていた言葉で、感銘を受けたため、 
 
 さっそくパクらせていただきました。 
 
お互いに地域を思い、気軽にパクリあえるよ
うな情報連携をしていきましょう！ 



○問い合わせ先 
豊川市福祉部介護高齢課 在宅医療連携推進係 

 （豊川市在宅医療連携推進センター） 
 

  ・担当者名：(主幹)清水・(課長補佐)岡本・(係長)松井・ 

        (主任)松山・(主事)堀江 

  ・住  所：豊川市山道町2丁目４９ 

  ・電 話：0533-89-3179（ザイタク）・ＦＡＸ：0533-89-8812 

  ・メール：zaitaku@city.toyokawa.lg.jp 

   活動実績はホームページでも公開中！ 

   
ご清聴、 
ありがとうございました。 在宅医療 豊川市 


